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論 文 内 容 要 旨 

 背景：乳がん治療関連リンパ浮腫は、治療側上肢に発症する慢性、進行性の浮腫であり、患者

の身体的および精神社会的側面に影響を及ぼす。また、一度発症すると根治的治療はなく、患者

は一生涯リンパ浮腫管理を行っていかなくてはならない。 
目的：乳がん治療関連リンパ浮腫患者のセルフケア実行可能性を高めるため、1 日 10 分間に

簡易化した乳がん治療関連リンパ浮腫セルフケアプログラムを開発し、リンパ浮腫への効果を縦

断的に検証する。 
方法：乳がん治療関連リンパ浮腫患者 25 名が、改変したラジオ体操および太極拳呼吸法を用

いた上肢エクササイズ、アロマオイルを用い皮膚を保湿しながら行うセルフリンパドレナージ

（アロマセラピードレナージ）、標準的リンパ浮腫予防行動を構成要素とする乳がん治療関連リ

ンパ浮腫セルフケアプログラムを 3 ヶ月間実施した。プログラムの効果は、プログラム前、1 ヶ

月後、3 ヶ月後に上肢体積、浮腫体積、リンパ浮腫関連症状、急性炎症発症頻度、皮膚状態、リ

ンパ浮腫自己管理状況を縦断的に、患側上肢対健側上肢で比較した。 
結果：本プログラム開始から 3 ヶ月後、患側前腕、上腕、上肢の体積が有意に減少した。健側

上肢体積は、どの部位においても、プログラム前後で有意差はみられなかった。リンパ浮腫関連

症状である違和感、しびれ、触覚異常、腫れ、重いの項目と皮膚症状は 1 週間後に有意に改善し

た。また、3 ヶ月後の BMI、リンパ浮腫関連症状である違和感、しびれ、腫れが有意に減少した。

急性炎症は、ベースラインで 3 回以上炎症を経験していた患者 4 名のうち 3 名に見られたが、新

たな発症はなかった。相対的体積変化率、浮腫体積、リンパ浮腫による ADL 制限、社会的制限、

精神的影響には有意差がみられなかったが、精神的影響は中等度以上の効果を認めた。リンパ浮

腫セルフケアアドヒアランス、効果感、セルフケア点数、セルフケア時間、セルフケア負担感は

有意に上昇した。 
結論：本乳がん治療関連リンパ浮腫セルフケアプログラムは、患側上肢体積及びリンパ浮腫関

連症状を緩和し、また、リンパ浮腫セルフケアの実行を促す効果が示唆された。 
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